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第 ７ 号

『学芸会練習』

校長 木 村 明 彦

秋晴れが続き、日差しのもとでは暖かさも感じられる
心地よい季節となりました。しかしながら、朝夕は、気
温も一桁となることも多く、ついついストーブのスイッ
チに手が伸びてしまいそうです。雪の降る季節には、も
う少し我慢してもらい、少しでも長く山麓の綺麗な秋を
楽しめたらと思っているところです。保護者・地域の皆
様におかれましても、体調に留意され、健康に過ごして
いただければと思います。

さて、学校では、1 週間後に迫っている学芸会に向け、子どもたちが、一生懸命練習
に取り組んでいます。上手くいかないことも、しばしばありますが、まなざしは真剣
そのものです。そして、繰り返し練習した後で、「できた－」「やったー」と歓声が上
がります。そんな子どもたちの姿を目にすると、つい頬が緩んでしまいます。学芸会
本番では、家族や授業でお世話になった方々に、練習の成果を「見てほしい」「認めて
ほしい」、そんな子どもたちの思いが伝わってきます。
以前にもお伝えしましたが、本校では、学びの原点を「意欲」と捉え教育活動を進

めています。普段の学習では、時に「したい」「やってみたい」という思いに、ブレー
キをかけてしまうことがあります。「失敗したら…」「できなかったら…」、そして「な
んか言われるかも」「何やってんのよって思われるかも」との思いが先行し、ついつい
「無難に…」「やめておこう」という気持ちが勝ってしまいます。「失敗してもいいん
だよ。」との言葉にはうなづくものの、「ほんとう？」と、言葉だけでは心底安心でき
ないということは、大人同様、子どもたちにとっても同じことなのだと思います。子
どもたちには、『失敗しないこと』よりも『安心して失敗できる』環境、つまり周囲の
支えや優しさ、取り巻く人たちとの信頼関係が必要となります。
そのような中で、子どもたちは、失敗を繰り返し、課題を乗り
越え、少しずつ力をつけ、そして成功へとたどり着くことがで
きると考えます。全ての子どもたちがもっている、「したい」「や
りたい」という思いを消すことなく、引き出してあげるために
も、教職員や家庭を含めた周囲の大人たちが、環境を整えてい
かなければなりません。今行われている学芸会の練習は、その
意味では、子どもたちにとって大変貴重な経験となっているこ
とと思います。今はまだ失敗を繰り返していますが、学芸会当
日は、きっと成功して、自信に満ちた姿を見せてくれるものと
思っています。一回り成長した子どもたちの姿を目にすること
ができそうです。学年により、学習内容は異なりますが、子ど
もたちの心の中を含めて、学芸会を観覧していただけると幸い
です。今年度も、感染症予防対策の中での実施となりますが、
多くのご家族の皆様のご来場をお待ちしております。

本年度の重点目標 主体的に学ぶ力の育成を図る～意欲溢れる子～

大自然に囲まれた学び舎にふさわしい「きもべつの子」を共に育てましょう！



スクールカウンセラーによる

相談のご案内 

10月 27日（木）14:00～18:00 

北田 隆義（きただ たかよし） 

        公認心理師 

お子さんの抱えている悩みや、お

子さんに対する関わり方など秘

密厳守で相談に応じて下さいま

す。希望される方は、喜茂別小学

校（黒田）までご連絡下さい。 

避難訓練 
 立春の２１０日後にあたる９月１日頃は、台風や強風などの災害が起こりやすい日として、古来から恐れられてい

たようです。また、関東大震災も９月１日に発生しており、防災を意識するため

にも防災の日として制定されています。この時期に合わせて、本校でも地震を

想定した避難訓練を行いました。授業中に地震が起きた場合にどうするのか、

放送を聞いた後にどう動くのかを全校で確認しました。子ども達は、先生方の

指示を聞き、素早く避難することができていました。 

 災害は、いつ起こるか分かりません。日々の生活で薄れてしまいがちな防災

意識を高める日となりました。 

 

芸術鑑賞～人形劇「ふしぎ駄菓子屋 銭天童」～ 
 ９月１２日に劇団ひとみ座の皆さんが来校し、喜茂別小学校において人形劇の上演がありました。 

アニメを見たり本を読んだりしてお話を知っている子もおり、開演前から楽しみにしていました。上演が始まると、

本格的なセットや道具があったり、大きな人形をまるで生きているかのように動かしたりと、人形劇の世界に引き込

まれていました。学芸会前に見たことで、高学年の子ども達は、自分たちの学芸会に取り入れることができる工夫

なども参考にしながら見ていたようです。 

 上演後は、学年ごとにセットの前で記念撮影をしました。子ども達にとって、良い思い出になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸運なお客様だけが辿

り着ける不思議な駄菓

子屋。店主・紅子が販売

する駄菓子はどれもお

客様に特別な効果をも

たらします。しかし、欲

をかきすぎると・・・ 

 

タブレットを使って 

どの学年も学習時にパソコンやワイード（プロジェクター）などを活用し学習を進

めています。教師が提示することはもちろん、一人 1 台の端末を使用し、自分の考

えを深める際にも使用しています。文字入力が 

難しい１年生は、タッチペンや指で画像を動かす 

など、発達段階に合わせて活用しています。 

また、委員会活動などでも、事前に集約した 

アンケート結果を黒板に提示しながら、効率的に 

話し合いを進めています。 

 

 

 


